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留学レポート Study Abroad Report 

私は”エンブリーリドル航空大学 winter school”というプログラムに参加しました。これは、語学研修や特定
分野の学生を対象とするスタディーツアーとは異なり、興味のある人であれば誰でも参加することが可能な
ものでした。今回私たちが訪れたのは、アメリカのアリゾナにある Embry-Riddle Aeronautical University
という航空分野に強い大学です。移動時間を省くと滞在時間は約６日間で、時間は本当にあっという間に過ぎ
てしまいましたが、私にとってはかけがえのない時間であり、参加してよかったと心から感じています。 
このレポートでは、今回のプログラムで私が得ることができたものに焦点を当てて書きたいと思います。 
 
 
 Embry-Riddle Aeronautical University 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Flight simulator       participating in math class      drone lecture and workshop 
 

エンブリーリドル航空大学は航空や宇宙分野に特化した大学で、航空機のパイロットを目指すコースもあ
りました。アリゾナでは雨が降ることが少ないため、この大学以外にもパイロットを目指すための施設や学校
などが多く存在するそうです。１枚目の写真は、今回私たちは挑戦させてもらった、大学内にある本格的なフ
ライトシミュレーターです。飛行機を操縦するには複数のことを同時に考える必要があり、パイロットになる
ためにはたくさんの訓練が必要であると感じました。この他にも操縦を練習するための装置が複数あり、パイ
ロットコースの学生は自由に使うことができるとのことでした。 
 ２枚目の写真は、数学の授業に参加させてもらった時のものです。現地の学生と一緒に授業を受けたのです
が、学生たちの積極性に驚きました。日本の授業は受け身であることがほとんどですが、この授業は学生と教
授のコミュニケーションを通じて授業が前へ進んでいるように感じました。また、授業内においてグループで
考える時間があったのですが、なかなか上手く話すことができませんでした。プログラムの後半では自分の意
見をある程度伝えることが出来るようになっていきましたが、この授業はプログラムの序盤であったため、伝
えようとしても言葉がなかなか出てこなかったことを覚えています。英語があまり得意でない且つこれから
研修に行こうと考えている方は、出国前からスピーキングの練習をしておくことをおすすめします。 
 ３枚目の写真はドローンの授業を受けたときのものです。今はまだそれほど私たちの生活に馴染んだもの
ではありませんが、宅配のために実用されている国もあると知り、ポテンシャルを秘めた技術であると感じま
した。実際にドローンを操縦する体験もさせてもらったのですが、これが本当に難しかったです。ラジコンの 
ようにドローン本体を見ながら操縦することは簡単なのですが、実用化を考えると本体を見ながら操縦する
ことは出来ず、ドローンについているカメラをみながら操作するということになります。みんなで苦戦しなが
らタイムアタックをしてドローンバトルを楽しみました。 
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 Vast Landscape in Arizona with insta360 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

Grand Canyon      a vortex at Cathedral Rock   starry sky at Lowell Observatory 
             taken with an insta360 
 

 私たちのプログラムの目的は「アメリカ南西部の自然や文化を学び、これらの体験からグローバルな視点を
もつ力、外国語でコミュニケーションする力など今後社会で活躍するために求められるスキルを伸ばすこと」
でした。そのため、アリゾナの大自然を満喫することが出来ました。 
 １枚目の写真はグランドキャニオンです。そこには見たこともないような景色が永遠と広がっていました。
２枚目の写真はセドナで撮影しました。セドナはかつてネイティブアメリカンの人々が神聖視していた場所
です。そこには四大ボルテックスと呼ばれる岩山があり、強いエネルギーを感じられることからパワースポッ
トとして知られています。通りすがりの方々の会話しながら散策したのがアメリカらしくて楽しかったです。
３枚目の写真は insta360 を使って撮影したローウェル展望台の星空です。Insta360 とは 360 度を映すこと
のできるカメラで、グーグルストリートビューのような写真や映像を撮影することができます。私たちはこの
カメラを使って、アリゾナの大自然を伝える動画を製作し、最終日にプレゼンテーションを行いました。 
 
 
 students and professors of OPU＆ERAU 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        Bill’s Pizza       Musical Instrument Museum    professors and OPU students 

 
このプログラムの中で私たちは色々な経験をする事ができました。航空大学ならではの施設を見学したり、日
本では見る事のできないような大自然をたくさん感じることが出来たり、最新のカメラやドローンを操作し
てみたり、その一つ一つが新鮮で本当に興味深かったです。その中でも、私にとって最も大きな出来事は人と
の出会いでした。エンブリーリドル航空大学のバディたちは、プログラム中も放課後もほぼずっと一緒に行動
をしてくれました。何気ない会話をしたり、互いの文化について話したり、流行っているものの話をしたり、
同年代である彼らと交流できたことは本当に貴重な経験であり、今後も大切にしたいつながりを作ることが
出来ました。また各大学の教授が親切且つフレンドリーに接してくれたことも印象的でした。このようなプロ
グラムを作ってくださったことに感謝すると同時に、興味のある学生には是非参加してほしいと思いました。
そして最後に一緒にプログラムに参加した大阪府立大学の友人たちです。私たちはプログラム初日ほぼ初対
面に近い状態でスタートを切りましたが、一緒に日々を過ごすうちに打ち解けてゆき、最終日には帰国後に遊
びに行くことについて計画を立てる程に仲良くなっていました。彼らとの出会いも私にとってはかけがえの
ないものとなりました。 
 
 最後に 
 
私はこのプログラムに参加して本当に良かったと心から感じています。 
英語は元々それほど得意ではないのですが、アメリカに渡ってその自由さに 
触れ、私は彼らともっとコミュニケーションをとりたい、そして彼らの 
文化の事を知りたいと思い、帰国後英語学習に力を入れ直しました。 
もし短期でも留学するチャンスがあるのであれば、とりあえず 
行ってみるのもいいかもれません。そしてその中で自らが感じたものを       my recommended  
持ちかえり、大切にしてほしいと思います。           Restaurant, Panera Bread 

 


